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第３版で使用する多重漏話減衰量についての再提案である。 

 

前回ＳＷＧ会合で標記に関して、 

¾ 収容制限無し場合は、カッド内漏話減衰量を、 

¾ 収容制限有りの場合は、隣接１回線の漏話減衰量を 

使用することになったが、下記理由により、収容制限無しの近端漏話減衰量を除き、 

¾ 収容制限有りの場合は、カッド内＋隣接１回線の多重漏話減衰量を 

¾ 収容制限無しの場合は、隣接２回線の多重漏話減衰量を 

使用するのが合理的を考える。なお、 

¾ 収容制限無しの近端漏話減衰量はカッド内の漏話減衰量を使用する。 

 

理由 

１）ＳＢＢのデータ（ＳＭＳ－１５－ＳＢＢ－０２Ｒ２）、弊社計算結果（ＳＭＳ－１     

５－ＡＣＣＡ－０３）により干渉源は９９％累積値で２回線存在する。 

２回線のうち、カッド内に干渉源がある場合は約８％であるが（ＳＭＳ－１５－Ｓ

ＢＢ－０２Ｒ２）、安全をみて１回線はカッド内回線とする。（収容制限無し） 

２）収容制限をしても、与干渉回線は２回線存在する（約９２％）。 

３）次ページの表に示すように、 

遠端漏話（カッド内＋隣接１回線）は、カッド内のみより漏話減衰量の値が悪い（小

さい）。 

近端漏話、遠端漏話とも隣接２回線の多重漏話減衰量は、隣接１回線より漏話減衰

量の値が悪い（小さい）。 



 

１． 近端漏話減衰量 

        〔単位： ｄＢ〕 

 
平均値 標準偏差 ２．３３σ値 使用ケース 

カッド内 ６４．０ ５．８８ ５０．３ 収容制限なし 

カッド内 

隣接１回線 
６２．５４ ５．０２ ５０．８  

隣接２回線 ６８．２３ ４．８３ ５７．０ 収容制限あり 

隣接１回線 ７２．９ ６．２５ ５８．３  

（注）第２版の値 収容制限なし ５０．０ 

   収容制限あり ５５．０   
 

 

２．遠端漏話減衰量 

        〔単位： ｄＢ〕 

 
平均値 標準偏差 ２．３３σ値 使用ケース 

カッド内 ６９．２ ６．５６ ５３．９  

カッド内 

隣接１回線 
６６．１１ ５．６０ ５３．１ 収容制限なし 

隣接２回線 ６８．６４ ６．４０ ５３．７ 収容制限あり 

隣接１回線 ７４．２ ８．１５ ５５．２  

（注）第２版の値 収容制限なし ５１．５ 

   収容制限あり ５２．０   

 

 


